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Dime Museum一博物館という名の見世物
1. はじめに
アメリカ合衆国(以下アメリカと略称す
る)は、今日、世界最多の博物館を持つ国
で、世界の博物館文化の一つの典型を示して
いるともいえるだろう。子ども博物館が非常
に発達していることや、博物館教育の活況は
その著しい特徴といえるであろう。こうした
アメリカの博物館文化がどのような歩みに
よって形作られたものかを考えるうえで、 19
世紀の中頃に盛んであったDimemuseum 
はなかなか重要ではないかと思う。そこでア
メリカにおける博物館の歴史の中で、Dime
museumがどのような意味と役劃を持って
いたものかについて考えることとしたい。
このDimemuseumというのは文字通り
1O~という低廉な入館料を掲げた「博物館」
である。後述するように、その内容は学術的
というよりは、物珍しさを主題とした「珍奇
なものの館」であり、ボードピノレや各種の
ショーを含んだ見世物というべきものであっ
た。ただし、その起源から見ると博物館的な
要素は持っているとはいえそうである。いわ
ゆる博物館史の本流には位置づけられない
が、 19世紀中ごろのアメリカで全盛を誇っ
た見世物の一つである。東海岸の諸都市が本
格的な都市化を進め、中西部の開拓が急速
に進められていた当時のアメリカの社会で、
都市大衆の娯楽のーっとして成立したのが
Dime museumといえそうである。前代の草
創期の博物館に倣い、大衆教化の側面を持ち
ながらも、興行的な見世物の色彩を次第に強
めて、一つの見世物となっていったものであ
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り、その後はカントリ}・フェアなどの中で
サーカスなどとともに生き延びていくことに
なる。
2. アメリカ合衆国における博物館草創
期の歴史
Dime museumを理解するためには、それ
に先立つアメリカの博物館の歴史を瞥見して
おく必要がある。
アメリカの博物館は、独立以前の 1773年
のチヤールストン博物館から始まると言われ
る(Alexander1983， p.65)。次いで、東海岸
の各地に文芸協会や哲学協会などが結成さ
れ、それらが様々なモノの収集を始める。
ヨーロッパでは 15世紀イタリアから始
まって、王侯貴族、学者、富裕な市民などに
よる私設のコレクションづくりが 19世紀ま
で連綿と続く。これらはcabinetなどと呼ば
れたもので、中でも珍奇なものを収集した
cabinet of curiosityが数多く作られた。 17
世紀に入ると、こうした収集に学術団体が加
わっていく。そうしたコレクションのいくつ
かが近代の博物館の基礎となっていったこと
は、大英博物館の基礎の一つが医師ハンス・
スローンの私的なコレクションに発すること
を見れば明らかである。
アメリカにおけるモノ集めも、自分たちの
出身地の文化に倣い、個人や地域の学術団体
が、こうした cabinetやmuseumを持とう
としたものである。独立革命後のアメリカ合
衆国は、愛国主義と民主主義を基盤として、
コミュニティーにおける教育や知識の普及の
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ために、篤志家による図書館や博物館のよう
なものが作られた。これらは公的な施設とい
うわけではない。そのため、施設の維持に必
要な経費を利用者に求める有料施設であった
ものも多い。
1782年から公開されたシミチエール
(Pierre Eugene Du Simiti色re)のコレクショ
ン(自然史および科学分野)は入場料 50q; 
であった。人々に有用な知識を広めたとして
賞賛されたが、実態は歴史や自然誌に関わる
珍奇なものの雑多な寄せ集めであったようで
ある。経済的には引き合わず、 1784年シミ
チエールの死去とともに閉館となり、死後、
コレクションは競売された (Dennet1997， 
pp.10-12)。
同じ 1782年には、ピール(Charles
Willson Peale)が、自身の描いた絵画のギャ
ラリーをフィラデルフィアに創設している
(Alexander 1983、p.51)。そしてその後、シ
ミチエールのコレクションを購入したピーノレ
は、自身のコレクションも加えて 1786年か
らAmericanMuseumをフィラデノレフィア
に有料で公開する(図1)。これは、約 60年
間続く(1845年まで)。ピールの博物館につ
いては、既にアレクサンダー (Edward.P 
Alexander)の著書 WMuseumMasters~ を
基に紹介したことがあるが(矢島 2006)、理
神論基盤の倫理観、教育観を持ったピール
は、精力的な調査と収集をもとにした学術的
な本格的な博物館を創設した。展示は真正な
科学的な展示(リンネ ・オーダー)である。
と同時に、娯楽性は排除せず、健全な(学術
的な、教育的な)娯楽と博物館を考え、エン
ターテイメントの要素、例えば、剥製の展示
にその動物の生息環境を表す絵画の背景を用
意する、また、当時の見世物技術も応用して
パノラマ仕掛けの展示も導入する。ガスによ
る照明を用い、夜間の観覧にも対応してい
る。また学術的な講演会を開催しており、博
物館教育の観点から見ると、最も早く博物館
教育の多面的な展開を行ったものとして評価
できる(Alexander1983)。ビール自身はこ
うした博物館は国が主導して行うべきものと
考えており、友人でもあったジェファーソン
やアダムスに訴え続けるが、実現を見なかっ
た品。1810年から息子の/レ一ペンス ・ビール
が主導してショーが導入され、科学性から
一転し娯楽が次第に強調されるようになる
(Dennet 1992， pp.13)。
1825年にはピールの博物館はニュー
ヨークにも進出する。Peale's New York 
Museumは、 1階 自然史資料(動物の剥
製等)、 2階:絵画 (Peale自身の描いたもの)
と珍品奇物、 3階蝋人形、化石、コスモラ
マ、 4階講堂(劇場ともなる)、テラスといっ
たかなりの規模の博物館となるが、(2頭6
脚 2尾と 2心臓と 2本の背骨を持つ牛)、〈大
蛇、大形のワニなどを大形の金属製の駕飽で
見せる)(賢い犬のロメオ)と いった見世物
へ傾斜が強く、また娯楽的なショーも同居す
るものとなった。 しかし、 1830年には経営
が行き詰まり、後述するパーナム (Phineas
Taylor Barnum)に売却する。ノレーベン
ス ・ピー/レは弟のレンプラン卜 ・ピー /レと
ともにボノレティモアの Peale's Baltimore 
Museumに力を入れるが、フィラデ、/レフィ
図1.チャー ルズ・ウィルソン・ビールの博物館 (ビ
ール自身の自画像 1822年)
(Edgar P. Richardson， Brooke Hind1e and Lilian 
B. Miller 1982 Charles Willson Peale and品s
防'orldHary N. Abrams， New York. P105) 
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アのものを含んで 1845年には、すべてをパー
ナムに売却する (Dennett1997，pp.12・14)。
1791年開館のニューヨークの Tammany
Museum はTammanySocietyのピンター
ド (JohnPintard)が主導して設立された
ものである。合衆国の歴史に関するものを収
集保存するのが主たる目的であったと言わ
れるが、アメリカの自然や人工物 (nature
and art)の中の珍しいものを収集保存して
いる。当初は協会員のみに無料で公開して
いたが、後には一般にも 2シリング(約 25
ct )で公開するようになった。しかし、館長
を務めたベーカー (GardinerBaker)の経
営方針によって、当初の目的から次第に逸脱
し、蝋人形、インド・中国・アフリカの(珍
奇な)遺物から世界中の動物まで集め展示す
るようになる。 1795年には、経済的に引き
合わないことから、協会は博物館を閉館し、
コレクションはベーカーに売却された。ベー
カーは 1798年に死去し、妻が博物館を引き
継いで経営するが、彼女も 1800年に死去
し、最終的にこのコレクションは 1802年に
Columbian Galleryのサヴエッジ (Edward
Savage) が買収する。(Alexander1983， 
pp.65・66、Dennett1997， pp.14・17)
1799年には、セーラム東インド海洋協会
博物館が創設されている。この博物館は、セー
ラムの市民や貿易商、漁業者らが資金や資料
を提供して、コミュニティーのための博物館
として創設したものである。後のセーラム・
ヒ。ー ボディ博物館である。
1810年にはニューヨークに Scudder's
American Museumが開館している。サ
ヴエッジに雇われたスカダー (John
Scudder)が1809年にサグエッジのコレク
ションを買収し、自身の博物館として開館し
たものである。剥製動物、員、化石などの自
然史資料が中心であったが、スカダーは蝋人
形部門ー(眠り姫とその子供) (魔法使いエ
ンドーノレとサミュエノレの幽霊を従えたサワ
ル王)などを拡大して娯楽性を強めている。
1812年には CityHall Park に建物を提供さ
れ規模を拡大し、リンネ・システムでのラベ
ノレ(ラテン名と英文名)を整え、解説の講師
を置くなどの西日慮、を進めている。しかしその
一方、館内に楽隊を回避させた。 1821年に
スカダーが死去すると、息子が経営を引き
継ぎ、エンターテイメントの要素をさらに
拡大する。このため CityHall Parkから追
い出されブロードワェイに移転することと
なった。バラエティー・ショー、ミンストレ
ル・ショー、フリークスの展示を売り物に
した。 1837年の恐慌も生き延び、 1839，40 
年にはそれぞれ 1，000ドル以上の収益を上
げている。 1841年、パーナムに買収される。
(Alexander 1983， p.66、Dennett1997，pp.17・
20) 
1820年にはシンシナチーに Western
Museumが作られている。「西の Ben
FranklinJ と呼ばれたドレーク (Daniel
Drake)によって設立されたものである。シ
ミチエーノレやピールの思想と同様な倫理観、
教育観を持った人物であったという。鉱物、
金属、化石、有機質の遺物(植物資料)と
いった自然史資料が中心で、 25ctの入場料で
あった。 1823年には経済的な理由で低迷し、
そのコレクション(鳥、員、コイン、ミイ
ラ、化石骨)の人気も下がる。コレクション
はCuratorであったドーフィール (Joseph
Dorfeuille)に贈られたが、彼はこの博物館
をスペクタクノレな見世物に変えてしまう。骸
骨の踊り、殺人現場を再現する蝋人形といっ
たものを含んだ(恐怖の部屋〉として有名に
なる (Dennett1997，pp.20・21)。
こうした数多くの草創期の博物館は、初
めは社会的なフイランソロピィーとして、
篤志家が地域の教育に役立たせようと設立
したものであったといえる。これらのコレ
クションは cabinetof curiosityあるいは
Wunderkamerといってよいもので、今日的
な言い方での自然史資料が中心ではあるもの
の、歴史や民俗・民族に関するかなり雑多な
モノを含む。真偽のほどは明らかではない
が、例えば、ジョージ・ワシントンの髭剃り
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ブラシ、スコットランド女王メアリ ーの寝室
のカーテンなどといったそノが含まれていた
のである。一般に低廉な入館料をとっていた
が、これは公的な資金援助など‘がなかったた
めで、このため、ほとんどは経営的に苦境に
陥る。これらの museumは次第に営利を求
め、より人を集めるための展示物やエンター
テイメントなどを開拓し、都市の大多数を占
める給与生活者へのポピュラーな娯楽提供へ
と傾斜してし、く。
ヒ。ー ルの博物館は、資料的にも整い、解説
や学術講演会も行われていたなど、今日の博
物館と比較しでもその内容や活動は遜色のな
いものであったともいえる。そのチャール
ズ ・ウィルソン ・ピール自身、博物館での娯
楽性は学習を効果的にするために排除しては
いなかった。しかし、ピールの息子たちが博
物館の経営に本格的に参入して以来、入館者
の獲得を狙ってエンターテイメ ン卜の要素が
次第に強くなっていったことは明らかであ
る。その事情は、ピンタードもスカダーもドー
フィールも閉じで、あった。その内容はすでに
同時代西欧の博物館とはかなり異なったもの
となっていたと言える。
そして登場するのが Dimemuseumであ
る。
3. Dime museumの萱場と終駕
Dime museumとは、さまざまな展示ージ
オラマ、パノラマ、コスモラマ、絵画、自然
および歴史や民族の遺物、フリークス、剥製
動物、動物小屋、蝋人形と、種々のパフォー
マンスがみられる劇場を組み合わせたもの
で、低廉な価格 (50~から 100 で、 l 回払
えばすべてがみられる ようなものであった
(Dennett 1997)。こうしたスタイルを造り
上げたのがパーナムで、ある。しかしその全盛
期は短く、 1840年前後から 1890年代までで
ある。
Dennetによれば、ボストン8、シカゴ
13、ニューヨーク37、フィラデルフィア 11、
その他の都市 28のDimemuseumが知られ
ているという (Dennet1997)。ほとんどは
東海岸の諸都市であり、中西部からカリフオ
ノレニアにかけては数えるほどしかない。こう
した見世物が観客を呼べるには、ある程度以
上の人口規模の都市でなければならなし、から
で、この当時そうした都市は、まだ東海岸地
帯にしかほとんど見られなし、からであろう。
このような Dimemuseumの典型であ
るものに、パーナムによる 1842年開館の
図2 ニューヨーク・ブロードウェイのパーナムの
アメリカン・ミュージアム 1858年
(Kunhaedt 1995， p137) 
図3 親指サム 1840年代
(Ku凶 aedt1995， p126) 
??
図4 パーナムのアメリカン・ミユージアムのガイ
ドブック 1860年代初頭
(Kunhaedt 1995， p138) 
図5.パーナムのアメリカン・ミュージアム、コス
モラマ (図4のガイドブック所収)
(Kunhaedt 1995， p139) 
図6 パーナムのアメリカン・ミュージアム、剥製
動物の展示 (図4のガイドブック所収)
(Kunhaedt 1995， p141) 
図7 パーナムのアメリカン・ミュージアム、珍奇
なモノと鉱物の展示 (図4のガイドブック所収)
(Kunhaedt 1995， p141) 
American Museumがあげられる(図2~ 7)。
1842年、 Barnum'sAmerican Museumは
スカダーの博物館と コレクションを買収して
ニューヨークのブロードウェイに開館した。
後にピールの博物館のコレクションを加え、
また BostonMuseumのキンボール (Moses
Kimbal) の協力などを得て活動を展開す
る (Kunhardt1995， pp.71・72)。その展示は、
自然史関係、民族学関係、歴史や文化関係の
資料の展示はあるものの、(フィジーの人魚)
(親指トム)(図 3) (ジェニー ・リンド)(ひ
げ女)(アノレビノ家族)(シャム双生児)(小人〉
(大女・大男)といった見世物やコスモラマ(図
5) こそが中心であったと言える。1860年代
初期に刊行されたガイドブック(図 4) によ
れば、剥製の動物の疑似生態的な展示(図 6)
や多量の鉱物標本の展示(図 7) などが見ら
れる。このような学術的な意味のあるコレク
ションも、強調されたのは学術性ではなく、
その珍奇さであったようである。(Alexander
1983， p.68， Kunhardt 1995， pp.76-77， 168・
141) 
1865年、 Barnum'sAmerican Museumは
焼失する。パーナムはすぐさま再建するが、
1868年冬に再度焼失してしまう。
これを契機としてパーナムはサーカス
に転じ、 1870年、 P.T. Barnum' s Grand 
Traveling Museum， Menagerie， Caravan 
and Circusを組織、各地を巡業するように
なる (Kunhardt1995， pp.222-224)。 この時
代中西部の開拓が進み、各地に町が形作られ
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図8.P. T. Barnum's Grand Traveling 
Museum， Menagerie， Caravan and 
Circusのポスター 1870年
(Kunhaedt 1995， p223) 
図 9.r地上最大のショー」のポスター
1872年
(Kunhaedt 1995， p24) 
ていったが、そうした街を巡回し、大衆娯楽
として大きな支持を受けるようになり、カン
トリー ・フェアなどの呼び物になっていく。
パーナムはこれを最終的には、 TheGreatest 
Show on Earth. Barnum's Magic Cityと名
付けることになる(図 8・9)。
年表を参照していただけば明らかである
が、 DimemuseumはパーナムのAmerican
Museum以後、アメリカの諸都市に次々
と作られたことがわかる。これらの Dime
museumは、いずれもいくばくかの動植物 ・
鉱物や歴史 ・民族関係の資料の展示を持つ
とはいえ、主体は蝋人形やフリークスであ
り、ショーであったようだ。当時の娯楽に関
する連邦法の調査は行っていないので、詳細
は不明だが、 1892年にはDimemuseumの
免許が失効したようである (Dennett1997， 
p.150)。
このころになると、 Dimemuseumも次第
に飽きられてくる。その理由の一つは、本格
的な博物館創設が進み、 Dimemuseumの持
ついかがわしさが、もはやそのコレクション
やその理解の教育的 ・学術的な意味を疑わせ
るようになってきたことにある。
1826年に、英人ジェームス ・スミソン
(James SmithsoNからの寄付の申し出があ
り、ようやくこの寄付を受け入れスミソニア
ン協会 (SmithsonianInstitution)が創設
されたのが 1846年であるが、そのスミソニ
アンに国立博物館が開館するのが 1857年で
ある。1869年にはニューヨーク の自然史博
物館、 1870年にはボストン美術館とメトロ
ポリタン博物館、 1879年にはシカゴのアー
ト・インスティチュートが創設されている。
これらはし、ずれも西欧における本格的な博物
館を模範とし、権威ある文化と学術の殿堂と
いった性格を明らかに示すものであった。
今一つは、明確な娯楽としての様々な仕掛
けの登場である。
1894年には、ニューヨーク ・ブロードウ
ェイに最初のキネトスコープ ・パーラーが開
館している。映画の時代の始まりである。ま
た、 1903，1904年には、コニーアイランド
にルナパーク、 ドリームランドが相次いで開
園している。
ノ〈ーナムのショーのネーミングにも表れて
いるようにDimemuseumから巡業に変わっ
た時にはmuseumとmenagerieがあったが、
『地上最大のショー』には、もはやmuseum
もmenagerieも、そのタイトルに登場して
はいない。
4 まとめ
Dime museumとし、うのは、アメリカの博
物館の歴史の中で-は袋小路に入ってしまった
絶滅種ではあろう。しかしながら、アメリカ
の博物館文化を考えるうえで、まったく意味
のない存在であったともいえないであろう。
大衆的娯楽と博物館という問題を考える上で
注目しておくべきものではなかろうか。
ヒ。ー ノレに始まるアメリカの博物館における
教育的な意味とその実現のための各種の試み
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は、改めて注意しておくべき事柄である。こ
の時期の博物館の多くが、経営的な破綻から
閉館、資料の売却という道を歩んでいる。そ
の中で、娯楽性を強化することで経営的な改
善を模索したことは明らかであるが、博物館
の社会的な使命をある意味で捨て去ること、
娯楽的なショーに徹することで成功したのが
ノ〈ー ナムであろう。
一方、博物館の社会的な使命を本格的に考
え、支える集団が登場し、博物館を創設して
いったのが、まさにこのDimemuseumが
全盛であった時代でもあることには注意して
おく必要がある。 Dimemuseumのいかがわ
しさとは異なって、西欧における博物館を明
確なモデルとしたものが登場してくるのであ
る。
パーナムの開拓したDimemuseumは、
ショーとなって博覧会文化に引き継がれたと
いうこともできょう。こうした博覧会文化は、
西欧においても 1851年のロンドン万国博覧
会以後、大きく拡大して、西洋文明至上主義
を背景としながら、キリスト教化、西洋化こ
そが善であるという意識を強化し、世界に押
し付けるようなものとなっていったことは多
くの識者が指摘するところである。
怯)ピー ノレの友人でもあったトー マス・ジェファー
ソン、ジョン・アダムスはともに第3代、第2代
の合衆国大統領である。ピーノレはジェファーソン
に国立博物館の構想実現を働きかけたようだが、
合衆国憲法が宗教や教育に関しては連邦がイニシ
アティブをとることを禁じていることからピーノレ
の願いをしりぞけたという。
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関係年表
酉暦年 7;<' ヨーロッパ幽日本
Oaim Museums or Entertainments Muscums 
1620 ピルタリム・ファザ ス、プリマス到着
1625 ギリス、トフデスカントの箱舟
1630 マサチュセッツ植民地建設詞ロ
1682 イギリス、オックスフォ ド大学にアシ1宅レアン箆盤館創設
1743 American PhilosQphical Society創設
1753 |イギリス、大英博物館法制定
Charl.ston Museumlll設{アメリカ初の博物館)
1773 Dr. Abraham Chovet、フィラデルフィアに解剖学博物館開館
大陸会議、遊興及び他の公共娯楽を禁止
1774 
1775 
1776 アメリ 官按国、狙瓦且昌
1777 
1778 連邦法、いかなる形の劇場も禁止
1779 
1780 American Academy of Art and ScIence富q詮
1781 
1782 Du Simltiereコレクションを公詞
1783 
1784 
1785 
1786 Charles Willson P回 1.‘フィラ7'1レフィア1こAmericanMuseum開館
1787 
1788 
1789 。IdTrowbridge Museumアルハ に詞館
1790 
1791 Tammany Museum ユヨクに開館
1792 
1793 フフンス、ル ヴル宮・主立植蛎国主副開
1794 
1795 
1796 
1797 
1798 
1799 セ フム東印自主)jjj;お宮 設斗(後のセフム・ヒ ボナイ博物館)
1800 ワシシトンD.C.逗 Zる
1801 fギリス、東インド会社博物館開館
1802 
アメリカ美術協会創設
Edward Savage=ュヨウ!こColumbianGallery of Painting and City Museum開館
1803 
1804 ー斗ヨ 歴 1協会盟設
1805 
1806 
1807 ヂンマヲ、国立博物館創設
1808 オフンダ、国立美術館創設
1809 
1810 Scudder's American Museum ュヨヲに詞宣冒
1811 
1812 
1813 
1814 
1815 イギリス、ブロックによるLiverpoolMuseumロンドンに開館
1816 
1817 
1818 
1819 スペイン、プラド美術館創設
1820 West白rnMuseum:/ンシナ子 L詞面
1821 
1822 
1823 
1824 イギリス、ナショナJレ・ギャラ11-劃段
1825 Peale's New York Museum詞Dl
Eric Canal、ShowBoatを町に持ち込む
1826 James Smithsonアメリカに寄付を申し出る
1827 
1828 
1829 
1830 
1831 
1832 
1833 
1834 
1835 イギリス、ロンドンにマダム・昔、yソ の蝋人形館開館
1836 ドイツ、ミュンヘンのアル子・ピナコT ヴ創設
1837 
1838 
1839 
1840 
。 。??
1 
1 
I Minstrels 
1J 1 
コラン; 今1I
Smithsonian 
1 
1 York MlJ~e lJm of 
1849 
18B50 2 1 
ストー 『 ンヲル・|
第1回0:'-1'ジ芳扇面菅蚕
-"-
l固 ま会
v、ーpニ! 
ザー ウィ句 a帰
861 
186l E色~.é.宮
1863 
1 Joseoh H. Wood， Chica氏。 ケンプ1)
第日2本回、J明tリ治万維国新博官会
|Ic附G。e叶o10rhnzele l WJAoAsodpニhh ュMHーw.ヨーlomdヲ閉、にフ館ィ博ラ物デ館ル開フ館ィア1:
1869 ，=，-，<-'>自然史博物館創設
1870 オミ
1871 レサ1ゴ ヒ火
181 日本 (湯島聖堂:
。ーヲq Eー デン司 、ゼ Fスがスカン~ア
|オ-Aいlア
1874 
1875 本 下問肉、
1876 コィラ干ル'7-1'
Geor2' I }也;ずる
181 寸九 目玄
18 第3田J~fJ万国博首会
白色+‘ アー ト・インス子ィチュ ト創設
380 
18 ギIJ }閉館
18 
18 
Il BEChdA .1$an 加akMve、uh1Atsha白ボ8，ニnス.，ュトd.ンーe、nRにヨSb司e叩dgw，mクeフにmィ閉uラs館eデuJmレBコE r:::Nlntn 18 
1885 
イキ" ，<"tL晶
1886 
1887 
15 
1889 John B. Doris、HarJemMuseum開館 G 物館B」f 「博物館の歴史と歴史博 ~フイTギラ争ンリリアススー、、1ロ第事4ー扇困マ画パ固面リ守蚕万芸面国術延博館:覧開会館、
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ヲ.(-万戸百茶室 1設
1日94京ドウヲェジイFに克開嘉館~ me'(o~ parlerをフ口一
1895 
189自
1自9
1898 
1899 げ凶博ル物ック館リ): l供博物館開館(世界初の子ど
19日O 巧:第5固/，¥1
1901 バッファロー ・i 'メ1) ジ璃E童会一
1902 
19【 lョ アイ ~ Park開聞
セントd
11-=1 
1905 
1906 アメ"
1933 シ1J:j'進4
1939 ニューヨーがヲ二瓦ドヲ主
1~551 
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DimeMuseum 
YAJIMAKunio 
Dime museums were notable cultural features of 19也Cen加ryUSA.
They were born from previous early museums， such as Charles Willson Peale's museum and 
o也.ers.古1eseeぽ'lymuseu血sin late18th and early 19th Century were almost like the cabinet of 
curi伺itiesor Wunderkamer in the same討meEurope. A1most of Europian cabinets were not openedω 
public， but仕1esemuseums were openedωpublic with cheap en位ancefe.官1efounders of these 
museums thought them as a kind of educa世onalplace for p回ple，and alsoぬ.ey位lOught出at
entertainment factors should be useful :ゐrlearning in阻seof ordinary people. Gradually，仕leylost出e
original idea， andぬesemuseum turned句e却 and也.een町句血mentfacω'rsfor ge.凶ngmore由;itors
andω伊，tenough profits. 
P. T. Barnum， a famous showman of that討me，bought several collections of previous early 
m国 eums，such as Peale's and Scudder's， and established the Ame昨anMuseum in New York in 1842. 
However it由owedhis句ric，ethnographic and natural hisω，ric sp白血.en，but iぬm必ncharacter was 
the shows of entertainments， freaks and αlri.os， such as Mermaid from Fiji， Genぽal'lbm司lUmband 
others. After出isabout 100 Dime museums appeared in USA， mainly inせleeast coast cities. 
They named museum but their charactぽ wasmぽ'elya kind of show， and had not academic 
f朗 ture.
- 40ー
